
平成 27年度 大阪陸協審判講習会及びＡＥＤ講習会について
（日程表の他、登録・諸注意も必ずお読み下さい）

【１】審判講習会
＜日程表＞

対     象
日 程

（受付時間）
大 会 名 場 所

第１回 一般(①新規 ②継続 ③移籍）
４月１２日（日）

(AM8:00－8:30)
第２回大阪陸上競技記録会 ヤンマーフィールド長居

第２回 関西学連登録の学生のみ
４月２６日（日）

(AM8:00－8:30)
大阪陸上競技カーニバル ヤンマーフィールド長居

第３回 一般(①新規 ②継続 ③移籍）
６月１３日（土）

(AM8:00－8:30)

第４回大阪陸上競技記録会

   (中学生)
万博記念競技場

第４回 関西学連登録の学生のみ
６月２１日（日）

(AM8:00－8:30)
大阪実業団対抗陸上 ヤンマーフィールド長居

＜登 録＞
１．講習会受講までに大阪陸協で個人または団体の登録をすませ､登録番号を取得しておいて下さい｡

２．登録は必ず毎年行って下さい。特別な理由がなく登録をされない方は公認審判員の資格が消滅します。

もし、1 年以上登録されなければ、それまでの資格及び審判実績は消滅し、再度新規の受講をしなけ

ればならないこともあります。

  また、昇格審査時(B 級から A 級、A 級から S 級への昇格)には過去の登録実績が必要です。

３．問い合わせ先（大阪陸上競技協会 電話 ０６－６６９７－８８９９）

＜諸注意＞
１．新規：本年度初めて公認審判員の資格を取得される方

  ① 上記日程表の第１回または、第３回の講習会にご参加下さい。

  ② 準備物（ア～ウの１つでも不足の場合は受講できません）

       ア：受講費用（３６００円：ルールブック・審判員証・バッジ・審判手帳等の代金）

       イ：証明用写真（３ｃｍ×４ｃｍ）：２枚

       ウ：大阪陸協登録証または登録番号

   エ：公認審判員個人票（当日受付で配布します）

   オ：筆記用具

２．継続：平成２６年度以前に公認審判員の資格を取得された方（学生審判は除く）

     ① 上記日程表の第１回または、第３回の講習会にご参加下さい。

     ② 年１回の審判講習会参加が義務付けられています。

③ 準備物

    ア：審判手帳(登録番号を記入しておくこと)

    イ：筆記用具

３．移籍：次の項目に該当される方

    ○他府県で審判資格を取得され、本年度から大阪陸協で登録し審判員を希望される方。

  ○平成２６年度に大学を卒業され学生審判資格を取得されている方で、本年度大阪陸協

     に登録し審判員を希望される方。

    ○すでに大学を卒業されている方で、大阪陸協に登録はしているが学生審判から大阪陸    

       協登録審判員に切りかえていない(審判手帳の写真横の審判員登録番号が訂正されていない)方。

     ① 上記日程表の第１回または、第３回の講習会にご参加下さい。

     ② 年１回の審判講習会参加が義務付けられています。

③ 準備物

    ア：審判手帳(氏名・生年月日・住所・大阪陸協登録番号を記入しておいて下さい)

    イ：証明用写真（３ｃｍ×４ｃｍ）：１枚

       ウ：公認審判員個人票（当日受付で配布します）

    エ：筆記用具



【２】ＡＥＤ講習会
標記記載の通りＡＥＤ講習会を下記大会で実施します。是非受講していただきますようお願いしま

す。

＜日程表＞
大 会 名 日 程 場 所 備 考

第１回
第２回大阪陸上競技記録会

（第１回審判講習会）
４月１２日(日) ヤンマーフィールド長居 講習場所・時間

は当日審判打ち

合わせ時に連絡

します。第２回 大阪陸協加入クラブ対抗 ９月２２日(祝・火) ヤンマーフィールド長居

※１：講習内容は、AED の使用の方法と心臓マッサージの実技です。

※２：AED の数やドクターの人数により、講習会の参加人数を制限することがあります。

平成 27年度競技会の競技役員編成について（お知らせ）

大阪陸上競技協会が主催・共催・主管する競技会の競技役員は７５歳までとして編成いたします。

（年齢は平成 27 年 3 月 31 日現在）





目　　　次

１．公認審判員規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

２．2015年度日本陸上競技連盟競技規則修改正 ・・・・・・・・・・・３

３．日本陸上競技連盟駅伝競走規準の修改正 ・・・・・・・・・・・８

４．ドーピングコントロールＱ＆Ａ ・・・・・・・・・・・・・・・ １２

５． 一次救命処置の手順 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４



! " !



! # !



２015年度日本陸上競技連盟競技規則の修改正について
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Q A&Q A&ドーピングコントロール

Q1 ドーピングって何？

A ドーピングとは、競技力を高めるために薬物などを使用したり、それらの使用を隠したりする行為で、
スポーツでは厳しく禁止されています。どういう行為が該当するかは　世界ドーピング防止規程（ＷＡ

ＤＡ規程）に定められており、わざとであっても、不注意であっても制裁の対象になるのです。

Q2 ドーピングは、どうしていけないの？

A ドーピングは、社会的信用を失う、深刻な健康被害を引き起こすなどの悪影響だけでなく、スポーツそ
のものの価値が失なわれてしまうという非常に大きな被害をスポーツに引き起こします。

一定のルールのもとで選手が公平に正々堂々と競い合う。これこそがスポーツの大前提。また、競技者でだけ
でなく、多くの人が関わることによって成立しているのもスポーツです。ドーピングはスポーツの大前提であ
るフェアプレイの精神に反し、支えてくれている全ての人たちをも裏切る行為なのです。

ドーピングがダメな理由は
１．スポーツの価値を損なう
２．フェアプレイの精神に反する
３．競技者の健康を害する
４．反社会的行為

Q3 ドーピング防止活動はどうやって行われているの？

A 世界ドーピング防止機構（ＷＡＤＡ）を中心に、国際オリンピック委員会、国際競技連盟、国内オリンピッ
ク委員会、各国政府などが協力し、ドーピング防止活動を推進しています。

日本国内では、文部科学省指定の国内ドーピング防止機関である、日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）がドー
ピング防止活動を統括し、教育啓発活動やドーピング検査等を実施しています。

Q4 ドーピングに関するルールは、国によって違うの？

A 世界中のみんなが守るべき統一のルールとして「世界ドーピング防止規程」（ＷＡＤＡ規程）とＷＡＤＡ
規程に基づく「国際基準」があります。

国際および国内競技連盟、各国ドーピング防止機関、各国オリンピック委員会等の組織が、ＷＡＤＡ規程に従っ
て規則を決めているのです。

Q5 全部のルールを覚えられるかなぁ？

A ルールの丸暗記が求められているわけではありません。でも、アスリートにとって大切なルールなので、
このサイトとＷＡＤＡ規程を読んできちんと勉強してください。また、治療のために薬を使用する時は、

医師や薬剤師などに相談しましょう。

Q6 禁止物質・禁止方法ってなに？

A ＷＡＤＡの禁止表に定められている物質と方法のことで、次の３つに分類されています。

１．常に禁止される物質と方法
２．競技会において禁止される物質と方法
３．特定の競技において禁止される物質

Q7 禁止表は変わらないの？？

A 年々、巧妙になっていくドーピングに対応するため、ＷＡＤＡの禁止表は毎年１月１日に更新されます。
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Q8 禁止物質・禁止方法に関する違反はどうやって見つけるの？

A ドーピング検査などにより、見つけます。見つかった場合、たとえ医療上の使用であっても禁止物質・
禁止方法を使うための適切な申請を事前にしていなければ、ドーピング防止規則違反と判断される可能

性があります。
ドーピング検査には、競技会で行う競技会検査、競技者から提供された居場所情報などをもとに実施する競技
会外検査がありますが、それぞれ禁止されているものの範囲が異なりますので、必ず確認しておきましょう。

Q9 禁止物質が含まれている薬は調べられる？

A 薬剤師の資格を有し、ドーピング防止に関する専門的な知識を持ったスポーツファーマシストに問い合
わせることで確認することができます。

Q10 サプリメントは危ないの？

A サプリメントは原材料を全て表示する義務がないため、禁止物質が含まれている可能性があります。特
に、海外製のサプリメントには注意が必要です。原材料が不明なサプリメントを飲んだばっかりに、選

手生命を台無しにしてしまうこともあります。アスリートは常に自分の口に入れるものに対して責任を持たな
ければなりません。

Q11 ドーピングによる怖い副作用って何があるの？

A 使用した禁止物質によってさまざまな副作用が生じます。たとえば、禁止物質のひとつ「タンパク同化
薬（筋肉増強剤）」であれば、肝臓機能障害、男性の女性化、女性の男性化、精神不安定など、身体や精

神に深刻な被害を引き起こします。

出典：公益財団法人　日本アンチ・ドーピング機構
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平成27年度

平成27年４月１日




